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キ
ー
ワ
ー
ド
は
笠
間
焼
・
ス
ケ
ボ
ー
・
道
の
駅
に
栗
！

新
旧
の
地
域
資
源
が
織
り
な
す
相
乗
効
果
的
な
未
来
図

日
本
遺
産
認
定
で
始
ま
る
笠
間
焼
の
新
章

　

飛
鳥
時
代
中
期（
白は

く
ち雉
２
／
６
５
１
年
）の
建
立
と

伝
わ
る
日
本
三
大
稲
荷
の
一
つ《
笠
間
稲
荷
神
社（
以

下
、
笠
間
稲
荷
）》。
現
在
に
至
る
も
茨
城
県
内
で
最

も
多
く
の
初
詣
客
・
参
詣
客
を
集
め
る
こ
の
神
社
の

存
在
を
、
笠
間
の
地
に
お
け
る
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
の
代
表
と
す
れ
ば
、
近
世
以
降
の
笠
間
の
産
業
面

の
顔
と
し
て
、
農
業
と
と
も
に
常
に
代
表
し
て
き
た

の
が
笠
間
焼
だ
。
そ
ん
な
笠
間
焼
に
今
、
変
革
期
が

訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
令
和
２（
２
０
２
０
）年
１
月
に
近
隣

の
窯
業
産
地
・
益
子（
栃
木
県
益
子
町
）と
共
同
申
請

し
た
『
か
さ
ま
し
こ
〜
兄
弟
産
地
が
紡
ぐ
焼
き
物
語

〜
』（
以
下
、
か
さ
ま
し
こ
日
本
遺
産
）
と
い
う
名
称

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
同
年
６
月
、
文
化
庁
よ
り
《
日

本
遺
産
》に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
「
か
さ
ま
し
こ
日
本
遺
産
の
『
か
さ
ま
し
こ
』
は
、

笠
間
と
益
子
を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
笠
間
市
と
益

子
町
は
栃
木
県
茂
木
町
を
挟
ん
で
ほ
ぼ
20
㎞
圏
内

に
位
置
し
て
お
り
、
窯
業
産
地
と
し
て
昔
か
ら
常

に
、
近
隣
の
良
き
仲
間
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し

て
、
表
裏
一
体
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
推
移
し

て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
、
東
京
・
秋
葉
原
を
起
点

に
笠
間
と
益
子
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
《
関
東
や
き
も

の
ラ
イ
ナ
ー
》
が
運
行
さ
れ
る
な
ど
、
窯
業
産
地
と

し
て
密
接
な
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
経
緯
も
あ
り
、
以
前
か
ら
日
本
遺
産
へ
の
申
請
を

単
独
で
企
画
さ
れ
て
い
た
益
子
町
さ
ん
か
ら
改
め

て
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
共
同
で
申
請
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

良
質
な
粘
土
を
産
出
す
る
笠
間
と
益
子
を
含
む

エ
リ
ア
一
帯
は
、
素
朴
な
焼
き
物
の
生
産
が
古
代
か

ら
自
然
発
生
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
中

世
に
は
共
通
の
統
治
者
（
宇
都
宮
氏
や
そ
の
流
れ
を

く
む
笠
間
氏
な
ど
）
が
領
有
し
て
い
た
歴
史
が
あ

り
、
同
じ
文
化
圏
を
構
築
し
て
い
た
と
も
い
え
ま

す
。
そ
れ
が
江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制
の
成
立
に
よ
っ

て
、
笠
間
は
笠
間
藩
に
属
し
、

益
子
は
幕
府
の
天
領
や
旗
本
の
知
行
地
に
な
る
な

ど
し
た
た
め
、
両
者
は
別
々
の
道
を
歩
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
山
口
伸し
ん
じ
ゅ樹
笠
間
市
長
だ
。
山
口

市
長
は
１
市
２
町（
旧
笠
間
市
、
友
部
町
、
岩
間
町
）

の
合
併
に
よ
り
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
３
月
に

誕
生
し
た
新
笠
間
市
の
初
代
市
長
に
就
任
（
同
年
４

月
）。
４
期
15
年
目
と
な
る
今
日
ま
で
一
貫
し
て
、

市
政
を
け
ん
引
し
て
き
た
。
そ
の
間
、
常
に
心
掛

け
て
き
た
課
題
の
一
つ
が
、
地
場
産
業
を
代
表
す

市 政 ル ポ 笠
か さ ま

間市

山
やまぐち

口伸
しんじゅ

樹
笠間市長
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る「
笠
間
焼
の
振
興
」で
あ
り
、
実
際
さ
ま
ざ
ま
な
振

興
策
を
実
行
し
て
き
た
。

　
「
笠
間
が
江
戸
時
代
中
期
に
窯
業
産
地
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
、
笠
間
焼
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
始
ま
り
は
、
久
野
半
右
衛
門
と
い
う
人
が
、

信
楽
焼
の
陶
工
・
長
右
衛
門
の
指
導
で
窯
場
を
開
い

た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
益
子
焼
が
そ
れ
よ
り

少
し
遅
れ
、
や
は
り
江
戸
時
代
に
確
立
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
笠
間
で
修
業
し
た
陶
工

が
、
益
子
で
窯
場
を
開
い
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

か
さ
ま
し
こ
日
本
遺
産
の
タ
イ
ト
ル
通
り
、
笠
間
と

益
子
は
信
楽
焼
を
親
に
持
つ
、
ま
さ
に
兄
弟
産
地
な

の
で
す
」（
山
口
市
長
）

　

笠
間
焼
と
益
子
焼
は
窯
業
産
地
と
し
て
の
基
盤
を

互
い
に
固
め
た
18
世
紀
以
降
も
、
日
用
雑
器
（
食
器

類
）
を
中
心
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
産
地
と
し
て

の
成
長
を
続
け
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
培
っ
た
産
地

と
し
て
の
笠
間
焼
お
よ
び
益
子
焼
に
共
通
し
、
他
の

窯
業
産
地
と
大
き
く
違
う
特
色
は
、「
産
地
と
し
て

の
決
定
的
な
作
風
を
創
り
上
げ
る
こ
と
よ
り
も
、
顧

客
の
要
望
や
時
代
の
要
請
な
ど
に
従
っ
て
、
良
い
と

思
わ
れ
る
も
の
は
何
で
も
作
っ
て
い
い
と
す
る
自
由

な
雰
囲
気
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
」（
山
口
市
長
）
に
あ

る
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
結
果
、
産
地
と
し
て
の
笠
間
と
益
子
に
は
現

在
、
合
わ
せ
て
約
６
０
０
人
も
の
作
家
が
在
住
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
全
国
的
に
み
て
も
稀
有
な

状
況
と
さ
れ
る
。
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
が
さ
ま
ざ
ま

な
志
向
を
持
つ
作
家
志
望
者
を
引
き
付
け
、
日
用
雑

器
だ
け
で
な
く
陶
壁
や
タ
イ
ル
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
、

多
様
な
作
品
を
伸
び
伸
び
と
生
み
出
す
原
動
力
に
も

な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

も
と
も
と
笠
間
市
で
は
笠
間
焼
産
地
後
継
者
育
成

補
助
金
制
度
や
、
茨
城
県
産
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
・
笠
間
陶
芸
大
学
校
（
陶
芸
学
科
２
年

制
／
研
究
科
１
年
制
）
の
卒
業
生
に
対
し
、
市
内
で

の
創
業
ま
で
の
助
走
期
間
用
の
安
価
な
賃
貸
施
設
の

開
設（
笠
間
陶
芸
修
行
工
房
ス
タ
ジ
オnido

）、
笠
間

在
住
作
家
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ

ラ
ン
ド
育
成
支
援
等
事
業
─
─
な
ど
、
多
彩
な
振
興

策
・
支
援
策
を
実
施
し
て
き
た
。

　

そ
れ
に
加
え
、
か
さ
ま
し
こ
日
本
遺
産
の
認
定
を

取材の出発点は日本三大稲荷・笠間稲荷神社の鳥居前町

桜の名所が多い笠間では《市の木》も桜（愛宕神社鳥居前）

笠間市

水戸市
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契
機
に
推
進
さ
れ
る
取
り
組
み
（
主
体
は
笠
間
市
関

係
団
体
と
益
子
町
関
係
団
体
に
よ
る
《
か
さ
ま
し
こ

日
本
遺
産
活
性
化
協
議
会
》）で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
や
観
光
振
興
、
お
よ
び
地
域
振
興
全
般
と
陶
芸
と

を
結
び
付
け
る
多
角
的
な
施
策
・
事
業
な
ど
が
、
こ

れ
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

世
界
中
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ダ
ー
注
目
の 

施
設
誕
生

　

集
客
面
で
の
原
動
力
の
一
つ
に
も
な
る
東
京
〜
笠

間
〜
益
子
を
結
ぶ
《
関
東
や
き
も
の
ラ
イ
ナ
ー
》
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
減
便
さ
れ
が
ち
な

こ
と
は
気
掛
か
り
だ
。
し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が

段
階
的
解
除
の
方
向
性
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
現
在

（
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
３
月
半
ば
時
点
）、
今
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク（
以
下
、
Ｇ
・
Ｗ
）に
は
、
笠

間
焼
最
大
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト《
笠
間
の
陶ひ
ま
つ
り

炎
祭（
４
月

29
日
〜
５
月
５
日
）》も
開
催
の
予
定
で
、
期
待
が
大

き
い
。

　
「
昨
年
の
《
笠
間
の
陶
炎
祭
》
は
残
念
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
年
は
３
月
20
日
に
国
内
最
大
級
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
（
笠
間
芸
術
の
森
公
園
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
）
が
開
園
の
予
定
で
、
９
月
16
日
に

は
笠
間
市
に
と
っ
て
初
め
て
の《
道
の
駅 

か
さ
ま
／

令
和
元
年
度
重
点「
道
の
駅
」選
定
》も
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
も
よ
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
そ
の
間
の
Ｇ
・
Ｗ
に
《
笠
間
の
陶
炎

祭
》
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
れ
ば
、
か
さ
ま
し
こ

日
本
遺
産
と
絡
め
た
笠
間
焼
の
さ
ら
な
る
振
興
と
合

わ
せ
、
今
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
笠
間
は
、
ま
さ

に
大
き
な
に
ぎ
わ
い
に
包
ま
れ
る
も
の
と
希
望
を
膨

ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
」（
山
口
市
長
／
※
取
材
は
令
和

３
年
２
月
17
日
）

　

山
口
市
長
の
言
葉
に
あ
る
国
内
最
大
級
の
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
と
は
、
３
月
20
日
開
園
、
４
月
３

日
に
一
般
公
開
さ
れ
る
《
ム
ラ
サ
キ
パ
ー
ク
か
さ
ま

（
取
材
後
の
３
月
２
日
に
株
式
会
社
ム
ラ
サ
キ
ス

ポ
ー
ツ
が
企
業
命
名
権
・
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
取

得
）》を
指
す
が
、
こ
の
施
設
は
今
、
プ
ロ
・
ア
マ
を

問
わ
ず
、
世
界
中
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ダ
ー
た
ち
か
ら

熱
い
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

質
・
量
と
も
に
日
本
最
大
級
の
施
設
と
い
う
意
味

も
あ
る
が
、
今
夏
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
初

め
て
五
輪
正
式
種
目
に
な
っ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の

優
勝
候
補
筆
頭
・
ア
メ
リ
カ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
チ
ー

ム
が
、《
ム
ラ
サ
キ
パ
ー
ク
か
さ
ま
》の
完
成
間
近
な

笠
間
市
を
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
選
ん
だ
か
ら
だ
。

　
「
ア
メ
リ
カ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
チ
ー
ム
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
活
動
を
開
始
し
た
の
は
令
和
２
年

11
月
か
ら
で
す
。
12
月
に
は
早
速
、
ア
メ
リ
カ
五
輪

委
員
会
日
本
代
表
駐
在
員
に
よ
る
現
地
視
察
や
Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｓ
（
ア
メ
リ
カ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会
）
の
バ
ー

チ
ャ
ル
視
察
が
行
わ
れ
、
今
年
１
月
に
は
仮
の
合
意

を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
い
き
ま
し
た
。
誘
致
活
動
開
始

か
ら
わ
ず
か
２
カ
月
で
そ
こ
ま
で
進
ん
だ
の
で
、
う

れ
し
い
半
面
、
大
変
驚
き
も
し
ま
し
た
」（
山
口
市
長
）

　

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
の
基
本
合
意
書
締
結
に
つ
い
て
は
、

ゴールデンウイーク名物・笠間の陶炎祭（笠間芸術の森公園）

国内外から集まる笠間陶芸大学校の学生たち

自由な作陶が学べる茨城県立笠間陶芸大学校
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山
口
市
長
へ
の
取
材
後
、
４
月
８
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
決
定
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
間
の
経
緯
は
ま
さ
に
「
驚

く
ほ
ど
の
巡
り
合
わ
せ
」（
山
口
市
長
）に
恵
ま
れ
た
。

平
成
26（
２
０
１
４
）年
に《
笠
間
の
陶
炎
祭
》の
開
催

会
場
で
、
笠
間
陶
芸
大
学
校
も
立
地
す
る
県
営
笠
間

芸
術
の
森
公
園
の
未
開
園
地
の
整
備
に
関
す
る
要
望

を
、
笠
間
市
が
茨
城
県
に
行
っ
た
の
が
発
端
だ
っ
た
。

そ
の
協
議
を
し
て
い
る
過
程
の
平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
に
ま
ず
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
東
京
五
輪
の
正
式

種
目
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
茨
城
県
と
の
協
議
の
結
果
、
笠
間
市
で
は

五
輪
後
の
ブ
ー
ム
も
予
測
し
、
国
際
基
準
に
準
拠
し

た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
建
設
案
を
企
画
。
日

本
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会
に
支
援
を
依
頼
す
る
と
と

も
に
、
企
画
を
進
め
て
い
く
過
程
で
、
後
に
企
業
命

名
権
を
獲
得
す
る
ム
ラ
サ
キ
ス
ポ
ー
ツ
と
の
連
携
も

決
定
、
平
成
31（
２
０
１
９
）年
１
月
の
着
工
に
至
っ

た
。
だ
が
「
そ
の
時
点
で
は
竣
工
が
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
翌
年（
令
和
３
年
）に
な
る
こ
と
が
明

ら
か
だ
っ
た
た
め
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
へ
の
発

想
は
全
く
な
か
っ
た
」
と
山
口
市
長
。
そ
う
こ
う
す

る
う
ち
、
令
和
２
年
に
入
っ
て
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
１
年
間
の
延
期
が
正
式
決

定（
令
和
２
年
３
月
30
日
）さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
そ
れ
で
も
ま
だ
、
ど
こ
か
の
国
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
地
に
名
乗
り
を
上
げ
よ
う
と
い
う
よ
う
な
発
想
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
２
年
10
月
、
茨
城
県

か
ら
『
ア
メ
リ
カ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
チ
ー
ム
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
が
決
ま
っ
て
い
な
い
ら
し
い
』
と
の
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
翌
11
月
か
ら
県
や

日
本
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会
な
ど
と
の
連
携
で
誘
致

活
動
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
決
ま
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
」（
山
口
市
長
）

　
《
ム
ラ
サ
キ
パ
ー
ク
か
さ
ま
》で
は
前
述
の
よ
う
に
、

今
年
３
月
20
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
と

も
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
３
月
30
日
ま
で
開
催

の
《
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

２
０
２
１
in
笠
間
》）
が
始
ま
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
直
前
の
４
月
３
日
か
ら
は
一
般
公
開
さ
れ
る
。

道
の
駅
誕
生
が
も
た
ら
す
各
種
の
相
乗
効
果

　
「《
関
東
や
き
も
の
ラ
イ
ナ
ー
》
の
減
便
や
、
昨
年

の《
笠
間
の
陶
炎
祭
》の
中
止
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
は
振
り
回
さ
れ
通
し
の
日
々
で
し
た
が
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
に
関
し
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
延
期
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
チ
ー
ム
と
の
連
携
関
係
が
そ
の
間
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
運
が
良
か
っ
た
の
か
悪
か
っ
た
の
か
表
現
に
困

り
ま
す
が
（
笑
）、
こ
の
ま
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
は
収
束
に
近
づ
い
て
も
ら
い
、
Ｇ
・
Ｗ
の《
笠
間
の

陶
炎
祭
》
や
７
月
開
幕
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ぜ

ひ
と
も
開
催
に
こ
ぎ
着
け
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、

私
た
ち
の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で
す
」（
山
口
市
長
）

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
チ
ー
ム
と
の

交
渉
の
過
程
で
は
、
昨
年
12
月
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
大《道の駅 かさま》は地域振興・防災などの拠点ともなる重点「道の駅」

《ムラサキパークかさま》は世界基準のスケートボードパーク
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使
館
を
通
じ
て
Ｆ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
（
フ
ラ
ン
ス
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
連
盟
）
か
ら
「
笠
間
で
フ
ラ
ン
ス
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
た

い
」
と
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
早

速
誘
致
活
動
を
開
始
。
こ
ち
ら
の
案
件
も
今
年
２
月

の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
担
当
者
に
よ
る
現
地
視
察
を
経

て
、
４
月
中
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
基
本
合
意
書
締

結
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
取
材
後
に
決
定
し
て
い
る
。

　

世
界
の
強
豪
・
ア
メ
リ
カ
代
表
チ
ー
ム
と
の
締
結

に
加
え
、
次
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
２
０
２
４
年
パ
リ

五
輪
）
開
催
国
で
あ
り
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
に

国
を
挙
げ
力
を
入
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
か
ら
も
オ

フ
ァ
ー
の
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、《
ム
ラ
サ
キ
パ
ー

ク
か
さ
ま
》
は
日
本
を
代
表
す
る
国

際
基
準
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク

で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
証
明
さ
れ

た
と
い
え
る
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
山
口
市
長

の
発
言
に
あ
っ
た
９
月
16
日
開
業
予

定
の
《
道
の
駅 

か
さ
ま
》
に
つ
い
て

は《
関
東
や
き
も
の
ラ
イ
ナ
ー
》な
ど

の
高
速
バ
ス
や
、
常
磐
線
の
特
急
が

停
車
す
る
Ｊ
Ｒ
友
部
駅
、
Ｊ
Ｒ
水
戸

線
・
笠
間
駅
か
ら
の
市
内
循
環
バ
ス

と
の
連
携
に
よ
る
交
流
客
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
。

　
「
笠
間
市
は
実
は
交
通
の
要
衝
で

す
。
例
え
ば
東
京
駅
か
ら
は
、
常
磐

線
特
急
で
市
役
所
本
庁
舎
の
最
寄
り

駅
・
友
部
駅
ま
で
70
分
強
で
到
着
し

ま
す
。
市
内
に
は
常
磐
自
動
車
道
の
岩
間
Ｉ
Ｃ
と
友

部
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
あ
り
、
常
磐
自
動
車
道
と
北
関

東
自
動
車
道
を
つ
な
ぐ
友
部
Ｊ
Ｃ
Ｔ
、
さ
ら
に
北
関

東
自
動
車
道
に
は
友
部
Ｉ
Ｃ
と
笠
間
西
Ｉ
Ｃ
が
あ
り

ま
す
。
秋
葉
原
と
笠
間
・
益
子
を
結
ぶ
《
関
東
や
き

も
の
ラ
イ
ナ
ー
》
は
、
常
磐
自
動
車
道
と
北
関
東
自

動
車
道
を
経
由
し
ま
す
が
、
秋
葉
原
駅
〜
笠
間
駅
間

の
所
要
時
間
は
約
１
０
０
分
で
す
。

　

そ
し
て
《
道
の
駅 

か
さ
ま
》
は
、
国
道
３
５
５
号

沿
い
に
建
設
中
で
、
笠
間
芸
術
の
森
公
園
や
笠
間
稲

荷
か
ら
も
近
い
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。
県
外
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
は
、
現
状
で
は
友
部
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り

換
え
て
い
た
だ
く
か
、
北
関
東
自
動
車
道
の
友
部
Ｉ

Ｃ
で
降
り
、
国
道
３
５
５
号
で
来
て
い
た
だ
く
形
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
北
関
東
自
動
車
道
の
笠
間
Ｐ

Ａ
に
は
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
・
笠
間
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
）
の
設
置
が
決
ま
っ
て
お
り
、
早
け
れ
ば
令

和
７（
２
０
２
５
）年
度
に
は
開
通
の
運
び
と
な
り
ま

す
」（
山
口
市
長
）

　

笠
間
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
令
和
７
年
度
に
完
成

す
れ
ば
、
交
通
の
要
衝
・
笠
間
市
の
実
力
は
よ
り
一

層
上
が
る
が
、
今
年
９
月
の
《
道
の
駅 

か
さ
ま
》
開

業
の
段
階
に
お
い
て
も
、
市
内
交
通
の
渋
滞
緩
和
へ

の
効
果
は
期
待
で
き
る
。

笠
間
焼
・
ス
ケ
ボ
ー
・
道
の
駅
・
そ
し
て
栗

　
《
道
の
駅 

か
さ
ま
》
に
は
高
速
バ
ス
や
市
内
循
環

バ
ス
の
停
留
所
と
と
も
に
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
な
ど

の
拠
点
も
設
置
さ
れ
る
。
車
や
高
速
バ
ス
で
訪
れ
た

観
光
客
に
は
、
ま
ず
道
の
駅
で
買
い
物
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
。
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
、
笠
間
焼
の
工
房
が
集

中
す
る
《
や
き
も
の
通
り
》
や
笠
間
芸
術
の
森
公
園

（
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
、
笠
間
陶
芸
大
学
校
、
ム
ラ

サ
キ
パ
ー
ク
か
さ
ま
な
ど
）
方
面
へ
、
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
や
市
内
循
環
バ
ス
な
ど
を
活
用
し
た
パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド
方
式
で
訪
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
仕
組
み
づ

く
り
も
準
備
中
だ
。

　
「《
道
の
駅 

か
さ
ま
》は
９
月
16
日
の
開
業
予
定
で

す
が
、
９
月
は
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
笠
間
の
栗

の
旬
の
季
節
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
同
時
に
県

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
収
穫
量
を
誇
る
小
菊
も
７
月
か

ら
９
月
ま
で
が
出
荷
の
最
盛
期
な
の
で
、
こ
の
時
期

笠間への企業進出が順調な最大要因は交通至便な環境

交通の要衝・笠間にはJCTの他に、三つのICとスマートICが存在（友部スマートIC付近）
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（茨城県）

に
も
間
に
合
い
ま
す
。

　

道
の
駅
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
地
物
の
農
産
物

や
海
産
物
で
す
よ
ね
。
笠
間
の
場
合
は
農
産
物
に
集

中
し
ま
す
が
、
特
に
栗
に
つ
い
て
は
、
笠
間
が
質
・

量
と
も
に
日
本
一
の
産
地
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、《
道
の
駅 

か
さ

ま
》
が
そ
の
最
大
の
発
信
地
に
も
な
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
」（
山
口
市
長
）

　

笠
間
市
で
は
平
成
28（
２
０
１
６
）年
度
か
ら
開
始

し
た
、
地
方
創
生
応
援
税
制
を
活
用
す
る
「
遊
休
農

地
等
を
活
用
し
た
笠
間
の
栗
生
産
拡
大
事
業
」
の
実

施
を
皮
切
り
に
、
笠
間
市
が
産
出
す
る
栗
お
よ
び
栗

製
品
の
品
質
向
上
、
生
産
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。

　

も
と
も
と
農
産
物
の
南
限
と
北
限
が
混
交
す
る
常

陸
国（
茨
城
）は
古
来「
食
の
宝
庫
」と
さ
れ
て
き
た
。

笠
間
市
も
リ
ン
ゴ
の
南
限
、
栗
や
ミ
カ
ン
の
北
限
と

さ
れ
、
多
彩
で
良
質
な
米
・
野
菜
・
果
実
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
日
本
有
数
の
産
地
と

さ
れ
て
き
た
栗
に
関
し
て
は
、
名
前
が
知
ら
れ
て
い

る
割
に
は
一
次
製
品
と
し
て
の
出
荷
が
中
心
の
時
代

が
長
か
っ
た
た
め
、
収
益
の
問
題
な
ど
か
ら
後
継
者

難
、
離
農
者
の
増
加
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。
そ
う
し
た
反
省
か
ら
、
近
年
で
は
二
次
製

品
、
特
に
和
菓
子
・
洋
菓
子
で
使
わ
れ
る
ペ
ー
ス
ト

の
開
発
・
生
産
と
出
荷
が
順
調
に
伸
び
つ
つ
あ
る
。

　
《
道
の
駅 

か
さ
ま
》
と
い
う
最
新
の
展
示
・
販
売

場
を
得
る
こ
と
で
、
今
後
は
六
次
産
業
化
へ
の
気
運

も
盛
り
上
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た《
道
の
駅 

か
さ
ま
》に
は「
笠
間
焼
は
販
売
し

な
い
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
」（
山
口
市
長
）
の

も
注
目
さ
れ
る
。
置
け
ば
必
ず
売
れ
る
は
ず
だ
。
し

か
し
、
道
の
駅
で
買
わ
ず
市
内
に
立
地
す
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー（
や
き
も
の
通
り
な
ど
）や
窯
場
へ
直
接
行
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
深
慮
か
ら
の
方
針
で
、
市
内
在
住
の

３
０
０
人
近
い
作
家
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
の
措

置
で
も
あ
る
。

　

全
国
の
都
市
に
共
通
の
人
口
減
少
問
題
や
新
型
コ

ロ
ナ
禍
へ
の
対
処
な
ど
の
悩
み
は
、
笠
間
市
に
お
い

て
も
も
ち
ろ
ん
同
様
だ
。

　

し
か
し
、
笠
間
焼
や
栗
栽
培
な
ど
の
伝
統
的
な
産

業
の
振
興
と
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
道
の
駅
な
ど
の

新
風
景
が
混
然
一
体
と
な
り
、
相
乗
効
果
を
発
揮
し

合
い
な
が
ら
伸
び
よ
う
と
し
て
い
る
笠
間
市
の
現
況

は
、
明
る
い
兆
し
に
縁
取
ら
れ
て
い
る
。

（
取
材
・
文=

遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
３
年
２
月
17
日
）

《ゴルフのまち笠間》では小学生のスナッグゴルフが盛ん

質・量ともに日本一の呼び声高い笠間の栗

通称《やきもの通り》にそろう多彩な笠間焼ギャラリー
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